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所収遺跡名 所 在 地 。 " 。 "

調査期間 調査面積
市町村 遺跡番号

な長が野のけ県んZ長誌が野の 市し 稲い& 田だ 360 1380 20070423 
ふた つ

宮
みや い せき

二ツ 遺 跡 20201 A -080 40' 14' ~ 250ぱ 庖舗建設
3丁目1841

29" 2" 20070501 

伝長が野のけ県ん4長与が野の 市し 吉よし田だ 36。 1380 20070611 
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浅
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川
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き
20201 A-062 40' 12' ~ 200ぱ 宅地造成

2丁目278-1他
30" 33" 20070627 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生中期 i奪 l 
ニツ 宮 遺 跡 集落 弥生後期

土坑・小穴 44 
弥生土器・土師器

古墳中期

浅 川 端 遺 跡 集落
弥生後期 i1年 l 縄文土器・弥生土器

古墳前期 小穴 3 土師器・須恵器・土製品

二ツ宮遺跡は浅川扇状地扇端部に立地する、 弥生時代中期から平安時代にかけての大規模複合

集落であるが、 今回の調査では溝- 土坑・小穴が検出されただけで、 住居跡等の分布は認めら

れなかった。 調査地は遺跡範囲の縁辺部に該当するものと思われる。

要 約 浅川端遺跡は浅川扇状地扇央部に立地する集落遺跡で、 既往の調査では縄文後期・弥生中期・

弥生後期・古墳後期~平安時代の遺構が数多く確認されている。 今回の調査では講・小穴を検

出しているが、遺物を伴わないため具体的な帰属時期は明らかでない。 調査区壁面の土層観察

にて 、浅川の氾濫堆積による砂磯層を確認した。
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